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新緑がきれいな季節になりました。ゴールデンウイークで心も体もリフレッシュで

きた方も多いのではないでしょうか。5月の中旬には 6年生の修学旅行と 5 年生の

宿泊学習が控えています。朝晩そして日により寒暖差がありますので、風邪をひかな

いように注意したいものです。生活リズムを整え食事や睡眠をしっかり取り、体調を

整えておきましょう！！ 

 

 

 

 

 

今年度お世話になる 
学校医の先生方です 

 

遅くなりましたが、今年度の学校医の先生方を 

ご紹介いたします。内科校医が変わりました。 

 

●健康診断の結果をお知らせします。 

健康診断実施後、「結果のお知らせ」を家庭にお渡しします。病気や異常が見つか

った人は、早めに受診しましょう。眼科・歯科・耳鼻咽喉科健診は予備日を設ける

ことができませんので、欠席せずに受けるようにしましょう。 

 

●“汗をかく力”をつけて熱中症を防ごう！ 

熱中症の心配が年々早まる傾向にあるように思います。雨上がりの日等

は、急に気温と湿度が上がり蒸し暑くなるので気をつけたいものです。熱

中症はめまいや吐き気、けいれんなどの症状の他に、意識を失うなどの重

い症状が出る場合もあり、特に小さい子どもは症状を自覚し言葉で伝える

ことが難しいので危険です。熱中症を予防するために、暑くなる前から.外遊びや運動をしてあせをかくこ

とと、こまめに水分補給を行うことを繰り返して、“汗をかく力”をつけることが大切です。学校では手

をふくハンカチとは別に汗ふき用のタオルも用意しておくとよいでしょう。 

酔い止

め薬、

持った

かな？ 

内科校医  遠藤  徳之先生（令和８年度より）  

歯科校医  洲脇  圭介先生、杉崎  賢一先生  

眼科校医     佐伯 宏三 先生   

耳鼻科校医   田中 義人 先生(市立病院) 

学校薬剤師  石黒  優子  先生  

5 月の健康診断 

〇 5 月 12 日（火）内科健診（欠席者）12:50～ 

〇 5 月 14 日（木）眼科健診（全学年）13:30～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●麻しん（はしか）の感染が拡大しています！ 

今、麻しん（はしか）が世界・国内で感染が拡大していることはメディア等からの情報でご存じだと思

います。麻しんは感染力が極めて強く、マスクや手洗いだけでは防げず、免疫がない人は感染者と同じ部

屋にいるだけで約 100%発症します。39度以上の高熱、咳、鼻水、全身の発疹が特徴で、肺炎や脳炎を

合併して重症化・死亡するリスクもあります。厚生労働省等のパンフレットをご参考に、麻しんの感染が

疑われるときはかかりつけに相談・受診するようにしましょう。 

 

快適すぎる室内で弱まる 

“汗をかく力” 
  

エアコンが付いている快適な室内などで

あまり体を動かさずに過ごしていると、汗

をかく機会が少なくなります。汗をかく機

会が少ないと、汗を出す力が弱まって体温

を調節しづらい体になってしまうことがあ

り、熱中症にかかる危険が高まります。   

 

 
 

 

 

暑熱順化 
 

暑熱順化は、軽い汗を流すことと 2週間ほど

続けることが大切です。生活の中で自分にあっ

た方法を無理なく取り入れてみましょう！ 

①日ごろ運動をしている人は、運動時は強度を

少しずつ上げる。 

②運動不足の人は、毎日 30 分程度のウォーキ

ングや、階段を使うことを意識する。 

③ゆったり湯船につかる。38～40°のぬるめ

のお湯に 15～20 分ほどつかると、じんわ

り汗が出てくる。汗を流す練習にもなる。 

 

学校でも★１日 5 分だけ外遊び ★週１回は

クラス遊び 等で、できるだけ全員外に出て暑

さに体を慣らすようにします。 

 

 


